
え
、
人
類
の
未
来
を
共
有
す
る
た
め
に
…
…

常
呂
町
は
98
年
、
町
議
会
の
全
会
一
致
の
採
択
に
基

づ
い
て
「
ワ
ッ
カ
自
然
環
境
保
全
宣
言
」
を
し
た
。
同

町
の
長
谷
川
京
・
企
画
財
政
課
長
は
「
小
さ
な
町
の
大

き
な
誇
り
。
こ
れ
か
ら
も
官
、
民
、
学
が
一
体
で
花
園

を
守
り
ま
す
」
と
語
る
。

「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
・
ワ
ッ
カ
」。
84
年
か
ら
常
呂

高
校
が
全
生
徒
で
雑
草
の
ヨ
モ
ギ
駆
除
に
汗
を
流
す
。

「
ワ
ッ
カ
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
開
く
常
呂
小
の

子
供
た
ち
は
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
と
環
境
保
護
の
重

要
さ
を
学
ぶ
。

常
呂
農
協
青
年
部
は
「
花
と
羊
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
名
で
98
年
か
ら
花
園
に
羊
を
放
牧
し
、
そ
の
雑
草
駆

除
効
果
を
調
査
す
る
よ
う
東
京
農
大
に
依
頼
し
た
。

「
森
は
恋
人
・
川
は
仲
人
」
を
合
言
葉
に
、
30
年
前

か
ら
常
呂
川
上
流
の
山
と
流
域
に
植
樹
を
続
け
て
い
る

の
は
常
呂
漁
協
婦
人
部
。
こ
れ
ま
で
に
約
52
万
本
を
植

え
、
漁
協
創
立
１
０
０
周
年
の
２
０
１
２
年
ま
で
に
合

計
１
０
０
万
本
と
す
る
計
画
。
魚
を
増
や
す
「
魚
つ
き

林
」
の
成
長
を
見
守
る
。

原
生
花
園
の
拠
点「
ワ
ッ
カ
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」

で
、
植
物
の
写
真
パ
ネ
ル
や
「
ワ
ッ
カ
・
四
季
紀
行
」

ビ
デ
オ
を
観
賞
で
き
る
。
同
町
は
常
呂
遺
跡
の
出
土
品

を
展
示
し
た
「
遺
跡
の
館
」、
縄
文
・
擦
文
期
の
復
元

住
居
を
見
学
で
き
る
「
遺
跡
の
森
」
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、

観
光
客
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
計
画
だ
。

ワ
ッ
カ
原
生
花
園
は
、
網
走
国
定
公
園
に
あ
る
日
本
最

大
の
海
岸
草
原
。
年
間
３
万
４
０
０
０
ト
ン
の
水
揚
げ
を

誇
る
ホ
タ
テ
漁
業
、
国
内
最
多
の
２
５
０
０
カ
所
余
り
の

竪
穴
が
残
る
国
指
定
史
跡
・
常
呂
遺
跡
、
全
国
に
知
ら
れ

る
カ
ー
リ
ン
グ
と
並
び
、
５
１
０
０
人
の
常
呂
町
民
の
宝

だ
。常

呂
町
は
91
年
、
草
原
を
横
断
す
る
町
道
24
キ
ロ
か
ら

マ
イ
カ
ー
を
締
め
だ
し
散
策
路
と
し
た
。
年
間
約
４
０
０

０
万
円
に
の
ぼ
る
国
か
ら
の
道
路
交
付
金
を
返
上
す
る
と

い
う
つ
ら
い
決
断
だ
っ
た
が
、「
か
け
が
え
の
な
い
花
園

を
守
り
後
世
に
残
そ
う
」
と
い
う
強
い
思
い
が
勝
っ
た
。

約
１
万
年
前
、
段
丘
が
結
ば
れ
て
砂
州
と
な
り
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
と
サ
ロ
マ
湖
を
隔
て
た
。
そ
し
て
幅
２
０
０
〜

７
０
０
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
20
キ
ロ
の
草
原
が
生
ま
れ
た
。

「
地
球
の
造
形
芸
術
作
品
」
は
面
積
約
７
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
草
原
、
湿
原
、
砂
浜
、
湿
地
、
樹
林
地
帯
が
あ
り
、

多
様
で
豊
か
な
生
態
系
が
息
づ
い
て
い
る
。

「
ワ
ッ
カ
」
は
「
水
が
あ
る
と
こ
ろ
」
を
意

味
す
る
ア
イ
ヌ
語
の
「
ワ
ッ
カ
・
オ
・
イ
」。

こ
ん
こ
ん
と
わ
き
出
す
泉
が
草
原
の
生
命
を
は

ぐ
く
ん
で
き
た
。
風
が
強
く
、
土
質
の
水
は
け

が
良
い
た
め
樹
木
が
育
た
ず
草
原
が
生
ま
れ
た

と
い
う
。

春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
色
彩
と
香
り
の
豊
か

な
交
響
曲
を
奏
で
る
花
は
三
百
数
十
種
。
１
９

２
１
（
大
正
10
）
年
６
月
に
訪
れ
た
文
学
者
、

大
町
桂
月
は
色
と
り
ど
り
に
咲
き
誇
る
花
と
青

空
に
舞
う
野
鳥
に
心
を
奪
わ
れ
、
常
呂
か
ら
湧

別
に
通
じ
る
草
原
の
道
を
「
龍
宮
街
道
」
と
命
名
し
た
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
が
海
明
け
す
る
４
月
下
旬
、
紫
色
の

ス
ミ
レ
を
序
曲
に
黄
色
の
セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
の
群
落
が
春
ら

ん
ま
ん
を
奏
で
る
。
初
夏
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
エ
ゾ
ス
カ
シ

ユ
リ
、
エ
ゾ
キ
ス
ゲ
、
ス
ズ
ラ
ン
、
鮮
や
か
な
青
の
ム
シ

ャ
リ
ン
ド
ウ
、
真
紅
の
ハ
マ
ナ
ス
。
９
月
に
入
る
と
ア
ッ

ケ
シ
ソ
ウ
が
色
づ
き
、
紅
葉
と
サ
ロ
マ
湖
の
夕
日
に
観
光

客
は
息
を
の
む
。

草
原
に
隣
り
あ
っ
た
「
ワ
ッ
カ
の
森
」
に
ミ
ズ
ナ
ラ
、

カ
シ
ワ
の
大
木
が
生
い
茂
り
、
カ
ッ
コ
ウ
、
ウ
グ
イ
ス
、

ア
オ
サ
ギ
、ヒ
バ
リ
な
ど
１
２
４
種
の
鳥
が
鳴
き
交
わ
す
。

キ
タ
キ
ツ
ネ
、
エ
ゾ
シ
カ
、
エ
ゾ
リ
ス
も
姿
を
見
せ
る
。

「
龍
宮
街
道
」
で
潮
風
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
み
、

自
転
車
の
ぺ
タ
ル
を
踏
み
心
地
よ
い
汗
を
流
す
若
者
。
馬

車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
花
に
見
入
る
熟
年
夫

婦
。
観
光
客
は
１
年
で
８
万
人
を
超
え
る
。
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オホーツク海 

龍宮街道 

ネイチャーセンター 

サロマ湖 

ところ遺跡の館 
常
呂
川 

ワッカ原生花園 

●お問合せ先

常呂町経済部産業課観光係

Tel.0152-54-2111
サロマ湖ワッカネイチャーセンター

Tel.0152-54-3434／4月下旬～10月まで

幅200～700m、約20kmに及ぶ砂州に展開

する日本最大の海岸草原で、網走国定公園の

区域に指定されている。300種以上の草花が

咲き、1991年には植生環境の保全を目的に

一般車輛の乗入れが規制された。
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